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1.1 本研究の背景

背景
近年，商品を購入する際の参考情報を得るために，レコメンド
システムとユーザレビューが注目されている．
レコメンドシステムの多くは利用者に行動履歴をもとに情報を
推薦する方法がとられているため，利用者の過去の嗜好情報を
蓄積しなければ情報を提供することができない．

目的
ファジィAHPを用いて利用者の行動履歴を必要とはせず，2つ
の選考基準を用いた製品レコメンドシステムの開発した．
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2.1 AHP(1)

　　

AHP(階層分析法)とは，いくつかの選択肢の中から最良のもの
を選びたいという問題において，勘や直観などの主観を取り入
れつつも，合理的な意思決定を促す手法である．
意思決定するにあたって，何を決めるかという「問題」，最終
的な選択の対象である「代替案」，代替案を 1つに絞るための
「評価項目」に階層分けし分析する
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2.1 AHP(2)

AHP の流れ
1. 評価項目間の一対比較をし，各評価項目の重要度を求める
2.各評価項目について代替案間の一対比較を行い，各評価項目についての各代替案の
個別評価値を求める
3. 2. の個別評価値を 1. の重要度に基づく加重和を求め，それを総合評価値にする
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2.2 ファジィAHPについて

ファジィAHPとは
ファジィAHPは，AHPにファジィ計算を導入し，AHPでは考慮さ
れていない代替的・補完的な評価を可能にしたものである．AHPと
の違いとして，可能性測度，加法性測度，必然性測度を用いて総合
評価を行う

特徴
加法性測度：加重平均法を用いて総合評価をする．AHPの評価
方法と同じ
可能性測度：評価値の最大値に着目して評価する．「どこか 1つ
でも良い点があればその点を重要視して総合評価する」という
総合評価法
必然性測度：評価値の最小値に着目して評価する．「悪い点がな
いことを評価する」という総合評価法
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製品レコメンドシステムの概要

1. 製品の検索
2.AHP による利用者の重要度と製品の評価値の算出
3. ファジイ AHP による
4. 総合得点による推薦順位の出力
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数値実験の概要

価格.com で取り扱われている価格帯が 20000～30000 円のデジタルカメラと
4000～6000 円のヘッドホン・イヤフォンのユーザーレビューランキング上位
10 製品，被験者は 20 代前半の男女 20 名 (男 16 名: 女 4 名) とした

1 利用者にシステムを利用してもらい評価項目を一対比較してもらう
2 10 製品のメーカー名，製品名，投票平均を見せ，購入したいと思う順に順位

(選好順位) をつけてもらう
3 レビューランキングと選好順位，加法性順位と選好順位，必然性順位と選好順
位の各順位に対して順位の一致度を算出し，その結果を考察する
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数値実験の結果

結果
評価項目を一対比較したときのデジタルカメラとヘッドホン・イヤ
ホンにおける各被験者の重要度は以下の通り
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数値実験の結果 (2)

レビューランキングと選好順位，必要性測度と選好順位，可能性測度と選好順位，加
法性測度と選好順位の一致係数は以下の通り
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数値実験の考察

考察
デジタルカメラにおいて必要性測度，可能性測度，加法性測度
と選好順位の一致係数がレビューランキングと選好順位の一致
係数より高かった被験者は 14人，ヘッドホン・イヤホンにおい
ては 15人であった．
この結果から，70％以上の被験者においては，売れ筋や注目さ
れている製品の順位をそのまま提示するより，本システムに用
いている 2つの選考基準を反映させた順位のほうが選好と一致
しており，製品を絞り込むために有効な情報を提示できている
と考えられる
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まとめ

まとめ
利用者による評価項目の一対比較から重要度を算出し，ファジ
イ AHPを用いて総合得点を算出し，順位を比較できるシステ
ムを開発した．
検証実験の結果より被験者の選考基準をある程度反映した商品
を推奨することができたと考えられた．

課題
本実験で扱った製品以外の製品においても評価実験を行い，製
品の違いによって選好測度や一定係数に違いが生ずるかを検証
する必要がある．

今後の方向性
ファジィAHPを用いた研究を調べて活かせるものがないか考え
てみる
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